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【目的】 
アマゾン産タヒボ茶(ノウゼンカズラ科)を水抽出し得られた凍結乾燥粉末に利尿
作用（日本薬学会第１１６年会１９９６、３）、解熱､鎮痛及び抗炎症作用（同第１１７
年会１９９７、３)について報告した。今回､タヒボ茶凍結乾燥粉末中の成分のうち
多糖に注目し部分精製し、その生理活性並び性状及び構成成分について調べた。 
 

【方法】 
アマゾン産タヒボ茶を水で抽出（１ｈｒ、１００℃）し自然濾過後､凍結乾燥させた。
凍結乾燥粉末１ｇをリン酸緩衝溶液５ml（２０ｍM ｐH７．５）に溶解し､同緩衝溶液で
平衡化したCellulofine GCL-2000ｍカラム（２．６×６２ｃｍ）で分画した。フェノール硫酸法
により糖の定量を行い､得られた試料を加水分解し､ＴＬＣ（溶媒：２－プロパノール
／アセトン／０．１M乳酸＝２／２／１）及びHPLC（アセトン／水＝８２／１８）を用いて､
多糖中に含まれる構成糖を調べた。なお生理活性として､マウス（ｄｄｙ系、５週令、雄）
による利尿効果について検討した。 
 

【結果・考察】 
ゲル濾過クロマトグラフィーにおいて、２種の多糖画分（F－１、F－２）を得た。F－１は
白色の綿状物質であり､Vo領域に溶出されたことから分子量は７０万以上と推定
された。一方､F－２は茶褐色の微粉末であり､分子量は約５０万であると推定された。
またF－１、F－２の構成糖の１つとしてグルコースが含まれていることが示唆された。
利尿作用は、タヒボ凍結乾燥粉末は２００ｍｇ／ｋｇ ｉ．ｐ．の用量で利尿効果を認め､
Ｆ－１及びＦ－２には無効であった。利尿活性物質は､５０万以下の低分子側に移行
しているものと思われる。 
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■日本語訳 
一酸化窒素は､生理学上の様々な機能で重要な役割を果たして

いる｡しかも一酸化窒素ドナーは､様々な疾病の治療に役立つことが
ある｡しかし一酸化窒素は､突然変異物質でもあるため､微生物や
哺乳動物に変異を起こさせることが出来る｡一酸化窒素が､発癌物質
として作用する可能性を調べるために､我々は新しいタイプのドナー
としてのS-ニトロソーチオールとパーオキシナイトの効果を二段階マウス
皮膚発癌物質を用いて検討した｡一酸化窒素ドナーをイニシエーション
として作用後､TPAを週2回20週間作用させた｡その結果､マウス100%の
腫瘍の発生が認められた｡これにより､一酸化窒素の発癌イニシエー
ション作用による癌の発生が解明した｡ 
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｢Tumor initiating effects of nitric oxide donor in two-stage mouseskin carcinogenesis.」 
マウス皮膚二段階発癌における一酸化窒素ドナーの発癌イニシエーション効果 
TOKUDA.H.,Ichiishi.E.,Konoshima.T.,Takasaki.M.,Mukainaka.T.,Nishino.H.,
Kyoto Prefectural University of Medicine,Kyoto 602,Kyoto
Pharmaceutical University,Kyoto,607,JAPAN.
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